
平
安
朝
の
朗
詠
常
用
曲

一
、
は
じ
め
に

平
安
朝
を
通
じ
て
、
「
朗
詠
」
に
用
い
ら
れ
た
詩
句
は
数
多
い
。
そ
れ
ら

の
多
く
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
載
る
が
、
そ
の
他
に
も
白

詩
を
中
心
と
し
た
多
様
な
句
が
「
朗
詠
」
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
『
枕
草

(
l
)
 

子
』
『
源
氏
物
語
』
等
に
見
る
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
朗
詠
」
が
宴
遊
の
歌
謡
と
し
て
定
着
す
る
に
つ
れ
、
そ
の
詩

句
は
次
第
に
固
定
化
さ
れ
、
特
定
の
曲
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
こ
の
こ
と
は
「
朗
詠
」
自
体
が
、
随
意
の
詩
句
を
自
由
に
吟
誦
す

る
も
の
か
ら
、
一
定
の
形
式
を
備
え
た
音
楽
的
歌
謡
へ
と
変
化
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

で
は
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
「
朗
詠
」
曲
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
ど

(2) 

の
よ
う
な
詩
句
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
諸
先
学
は
ひ

と
し
く
、
所
謂
『
七
首
』
を
具
体
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

●

極

楽

尊

●

第

●

羅

綺

重

衣

●

八

月

九

月

●

春

過

夏

蘭

●

偲

氏

巌

嵐

●

私

注

謂

之

根

本

七

首

朗

詠

欺

流
布
本
巻
末
所
載
根
本
源
家
所
詠
朗
詠
）

こ
の
七
首
は
、
源
雅
信
（
九
二
〇
＼
九
九
三
）
に
は
じ
ま
る
源
家
古
来

の
朗
詠
曲
と
さ
れ
、
い
ず
れ
も
極
め
て
著
名
な
詩
句
で
あ
る
。

し
か
し
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
う
ち
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
載
ら
な
い
、

「
徳
是
北
辰
」
以
外
の
句
は
、
平
安
朝
を
通
じ
て
、
実
際
に
朗
詠
さ
れ
た
記

(
4
)
 

録
が
ご
く
わ
ず
か
し
か
な
い
。
従
っ
て
こ
の
七
首
を
直
ち
に
「
朗
詠
」
の

代
表
曲
と
見
な
す
こ
と
は
、
必
ず
し
も
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
平
安
朝
の
朗
詠
の
記
録
を
通
覧
す
る
と
、
宴
遊
等
に
お

け
る
「
朗
詠
」
曲
の
種
類
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
5
)
 

そ
れ
は
平
安
朝
の
全
期
間
を
通
じ
て
、
ほ
ぼ
次
の
五
曲
に
集
約
さ
れ
る
。

①
『
嘉
辰
令
月
歓
無
極
万
歳
千
秋
楽
未
央
』
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
祝

七
七
四
謝
偲
）

『
東
岸
西
岸
之
柳
遅
速
不
同
南
枝
北
枝
之
梅
開
落
已
異
』

未
』
早
春
―
一
慶
滋
保
胤
）

清
冷
於
鵬
鵡
之
盃
中
長
楽
歌
声
幽
咽
於
鳳
皇

心
漢
朗
詠
集
』
酒
四
七
九
公
乗
億
）

椿
葉
之
影
再
改
尊
猶
南
面
松
花
之
色
十
廻
』

帝
王
六
一
五
大
江
朝
綱
）

④
 
③
 
②
 

柳

隆

志
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『
隆
周
之
昭
王
穆
王
暦
数
永
吾
君
又
暦
数
永
本
朝
之
延
暦
延

喜
胤
子
多
吾
君
又
胤
子
多
』
（
『
新
撰
朗
詠
集
』
帝
王
六
一
六

藤
原
伊
周
）

こ
の
五
曲
は
、
恒
例
・
臨
時
の
宴
遊
に
お
い
て
事
あ
る
ご
と
に
用
い
ら

れ
、
い
わ
ば
「
朗
詠
常
用
曲
」
と
し
て
、
他
の
曲
を
超
え
て
重
ん
じ
ら
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
曲
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
そ

の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
私
は
、
「
朗
詠
」
の
歌
謡
化
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
見
ら
れ
る
こ

れ
ら
五
曲
の
実
演
記
録
の
検
討
を
通
し
て
、
平
安
朝
の
「
朗
詠
」
の
具
体

的
な
あ
り
よ
う
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

「
嘉
辰
令
月
」
は
、
平
安
朝
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
「
朗
詠
」
句
の
中
で

最
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
曲
で
あ
る
。
【
表
1
】
に
見
る
よ
う
に
、
後
世
の

『
朗
詠
譜
本
』
に
も
多
く
巻
頭
句
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
常
用
五
曲
の
中
で
も
、

と
り
わ
け
代
表
的
な
句
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
句
の
出
典
自
体
は
、
必
ず
し
も
明
白
で
は
な
い
。
ま
ず

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
注
記
に
は
「
謝
偲
雑
言
詩
」
と
あ
る
が
、
こ
の
句
は

(
6
)
 

『
全
唐
詩
』
に
見
え
ず
、
謝
偲
の
作
で
あ
る
か
ど
う
か
、
確
証
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
『
朗
詠
江
注
』
で
知
ら
れ
る
大
江
匡
房

(
1
0
四一

s-

(
7
)
 

―
―
一
）
は
、
『
江
談
抄
』
中
に
次
の
別
説
を
伝
え
て
い
る
。

0
佳
辰
令
月
歓
無
極
万
歳
千
秋
築
未
央
謝
任
雑
―
―
―
口
詩

此
詩
踏
歌
詩
也
。
古
塔
瓦
銘
、
有
「
万
歳
千
秋
榮
未
央
」
字
。
今
案
、

三
（
大
蔵
経
）

件
文
見
『
唐
神
州
三
賓
感
通
録
上
』
。
件
録
云
、
「
仁
壽
二
年
正
月
、

午
（
大
蔵
経
）

復
分
布
舎
利
五
十
三
州
、
至
四
月
八
日
、
同
年
時
下
其
州
、
如
左
云

⑤
 二

、

嘉

辰

令

月

朗
詠
常
用
曲
と
「
朗
詠
譜
本
」

黎（大蔵経）

。々其中梨州塔地下瓦文、『千秋楽』云々」。件録、唐麟徳

元年、終南山繹氏所撰也（巻四詩事）

右の銘文は、現存する『集神州――一賓感通録』（唐南山僧道宣

著）、および『廣弘明集』（同）においても確認される。

0仁壽三年（六0二）正月復分布舎利五十三州……黎州(8) 
地下瓦文「千秋榮」（『集神州―――賓感通録』上振旦神州佛舎

利感通序）

〇黎州表云「堀基安舎利塔、於地下得一瓦、銘云『千秋萬歳
(9) 

築未央』」（『廣弘明集』巻一七佛徳篇第三之三慶舎利

感應表）

本朝でも、この銘文は早くから知られていたらしい。例えば、

寛弘二年(100五）十二月二日、大江匡衡の書いた浄妙寺の
塔の願文（藤原道長発願）中には、次の記述がある。

＇ 
『i i ， 
／ ／ ／ ／ 38 朗因詠空本要抄

／ 48 44 1 ／ 朗詠要集

54 34 3 2 1 朗円詠珠本要抄

56 31 3 2 1 後九十崇首光抄院本

77 46 3 2 1 流九布十首本抄

90 57 3 2 1 朗陽詠明文譜庫本171 

／ 12 ／ 1 14 朗金沢詠文譜庫一本

／ ／ ／ (i) 
(1) 
朗金沢詠文譜庫二本2 

【表
1
】
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0古之塔瓦文、有「万歳千秋柴未央」之七字。推其「架」字
之趣、感涙難禁。現世則天下太平、理世安柴之築、後世亦

地下抜苦、往生極築之柴也。弟子所願、已同瓦文。
(10) 

（『本朝文粋』巻一三願文上供養同寺塔願文）

つまり、この句の下句「万歳千秋楽未央」という表現は、一

般にはむしろ仏徳説話に関わるものとして理解されていたので

ある。

更に、『江談抄』はこの句を「踏歌詩也」とも記している。「踏

歌」は、唐土の風を模したもので、本朝では、例年正月十五日

（男踏歌）・十六日（女踏歌）に行われるが、そこでは、唐詩風

の祝言句（七言）が、「万春楽」・「千春楽」等の囃し言葉と共に、

列参の人々によって群詠された。

〇萬春榮．々々々・々々々

我皇延詐億千齢萬春築元正慶序年光麗萬春築

延暦佳朝帝化昌萬春榮百辟陪筵華幅内天人感呼
(11) 

千般作柴紫炭場萬春柴（『朝野群載』巻ニ―雑文上）

また、この七言句は、漢文音読の形で唱えられるのが例であ

った。
わうイ

0はんすんらく一段くわんえんそうおくせんねん二段くゑん
(12) 

せいくゑうねんくわうれい三段（『河海抄』巻一0初音）
「嘉辰令月」の句は、現存する踏歌章曲の中には見えない。し

かし、同句の内容は君徳を頌する踏歌の七言句としてもまこと
(13) 

に相応しく、これを源拠とする可能性も決して低くはない。こ

のことに関しては、早く折口信夫に、「朗詠」自体を「踏歌」か
(14) 

ら生じたものとする見通しがあるが、特にこの句は、あらゆる

~ 

西

五九五九八八八ニニニー〇〇六九
暦- -―五三ー一八九

百祝日 時客臨 夜七産養 袴着 臨時客 太后大饗 参賀 参賀 親王袴着 天皇行幸 遊大宴臣 誓
腐

不詳 経信源 信源経 経信源 経信源 藤斉倍か 勧学院衆 勧学院衆 詳不 藤斉信※ 雅信源※ ， 
西

---= -----—六0 五00 四 0四 0＝ 暦
八五--- -

時客臨参賀 臨時客 参賀 臨時客 臨時客 参賀 袴親王着 魚味始臨時客夜産五養 誓
腐

藤宗忠 勧学院衆 藤宗忠 勧学院衆 藤宗忠 藤宗忠 勧衆学院 藤敦宗 藤宗忠 藤宗忠 藤宗忠濠 <

「
朗
詠
」
曲
の
な
か
で
唯
一
、
音
読
の
形
で
唱
わ
れ
る
曲
な
の
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
や
は
り
「
踏
歌
」
の
影
響
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
嘉
辰
令
月
」
は
、
性
格
の
異
な
っ
た
複
数
の
出
典
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
、
極
め
て
特
異
な
佳
句
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
こ
の

句
を
早
く
か
ら
「
朗
詠
」
曲
と
し
て
特
に
重
ん
じ
さ
せ
る
背
景
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
句
の
「
朗
詠
」
の
初
見
は
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
一
月
二
日
、

小
野
宮
関
白
太
政
大
臣
藤
原
実
頼
の
邸
で
行
わ
れ
た
宴
遊
で
あ
る
。

0
村
上
う
せ
お
は
し
ま
し
て
ま
た
の
と
し
、
を
の
＞
み
や
に
人
々
ま
い

り
給
て
、
い
と
臨
時
客
な
ど
は
な
け
れ
ど
、
「
嘉
辰
令
月
」
な
ど
う
ち

源

雅

信

源

重

信

誦
ぜ
さ
せ
給
次
に
、
一
条
の
左
大
臣
、
六
条
殿
な
ど
拍
子
と
り
て
、

(15) 

席
田
う
ち
い
で
さ
せ
給
け
る
に
（
『
大
鏡
』
巻
六
昔
物
語
／
『
文
机

談
』
二
に
も
出
）

【表
2
】
「
嘉
辰
令
月
」
の
朗
詠
記
録
一
覧
（
※
は
朗
詠
者
複
数
あ
り
）
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西

六七八五五七五七五七五五五0三四九：：：： 八：：：： 六：：：： 五：：：： 三：：：： ニ：：：： ー：：：： 0：：：：九—七—四- 四-二-〇--九-九-九-八八- 暦

五節淵酔 参賀 法楽 着袴 参賀 読書始 読書始 袴着 夜産三養 ー種物 参賀 臨時客 客臨時 五節淵酔 客臨時 作文 味始魚 夜産三養 夜産養九 夜産三養 三夜産養 客臨時 夜産養九 三夜産養 渡御賀宴 婚儀賀宴 参賀 誓
腐

藤光雅 勧学衆院 詳不 藤重通 勧学衆院 範藤兼 藤公能 藤経宗 藤伊通 能藤公 勧学衆院 藤宗忠 藤宗忠 俊源師 藤宗忠 敦光藤※ 藤宗忠 藤宗忠 藤宗忠※藤為隆※ 能俊源※ 藤宗忠 藤宗忠 藤宗忠※ 宗藤忠 宗藤忠 勧学衆院 <
． 

西

ニ九ー九―九-九 0九 0九八七七八八七八六八三八ニ八ニ七九八七八七八七七七七六七ニ七ニ六九六九八六八六七六 暦

百祝日 酔五節淵 将宴大賀 酔五節淵 五節淵酔 参賀 作文 作文 時客臨 参賀 時客臨 消暑堂 清暑堂 参賀 夜産養九夜産蓑三 作文 袴着袴着袴着 臨時客酔五節淵 酔五節淵 清暑堂 臨時客 読書始 誓
腐

泰藤通 藤隆房 藤定能 藤隆房 藤定能 勧学衆院 藤公衡 藤兼光 藤通良濠 勧衆学院 藤宗家 藤実定 源資時濠 勧学衆院 源資賢濠 藤長師 詳不 藤宗家※ 藤宗家※ 藤宗家 詳不 藤光雅※ 藤実宗 藤宗家 源資賢※ 藤永範

｀ 
(16) 

こ
の
宴
遊
は
、
『
大
鏡
裏
書
』
に
よ
れ
ば
、
故
村
上
帝
（
前
々
年
崩
御
）

の
「
奏
曲
之
倫
」
に
よ
る
先
帝
追
慕
の
楽
遊
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
契
機
と

し
て
、
正
月
ニ
・
三
日
に
行
わ
れ
る
大
臣
家
の
「
臨
時
客
」
に
お
い
て
、

「
朗
詠
」
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
際
の
曲
と
し
て
、

「
嘉
辰
令
月
」
は
第
一
に
重
ん
じ
ら
れ
た
。
特
に
、
院
政
期
に
入
る
と
、

0
永
保
元
年

(
1
0
八
一
）
一
月
二
日
【
関
白
藤
原
師
実
臨
時
客
】(17) 

三
獣
…
次
予
（
源
経
信
）
出
青
柳
、
次
出
「
佳
辰
令
月
」
（
『
帥
記
』
）

0
嘉
保
二
年

(
1
0九
五
）
一
月
三
日
【
関
白
藤
原
師
通
臨
時
客
】

三
獣
…
帥
卿
（
源
経
信
）
執
拍
子
、
班
催
馬
楽
、
安
和
尊
・
席
田
・

ロ
ロ
（
朗
詠
力
）
「

11」
之
句
（
『
中
右
記
』
）

を
は
じ
め
、
【
表
2
】
の
如
く
、
ほ
ぼ
例
年
の
「
臨
時
客
」
に
お
い
て
、
こ

の
曲
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
後
世
の
『
朗
詠
譜
本
』
が
こ
れ
を
「
春
部
臨

(18) 

時
客
」
部
の
冒
頭
に
据
え
る
の
も
、
そ
の
実
情
を
反
映
し
て
い
よ
う
。

こ
の
曲
は
ま
た
、
皇
室
ま
た
は
貴
族
の
子
女
の
誕
生
・
成
育
儀
礼
に
お

け
る
祝
賀
の
曲
と
し
て
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
。

〇
寛
弘
八
年

(
1
0
1
―
)
―
二
涅
一
八
日
【
敦
良
親
王
着
袴
】

巡
行
敷
度
…
…
時
々
有
朗
詠
一
徳
辰
令
月
」
之
句
也
。
天
暦
六
年
皇
太
子

（
憲
平
親
王
）
着
袴
之
時
有
朗
詠
。
依
朱
雀
院
御
事
人
々
心
喪
。
然
而
非
太
子
服

限
之
外
、
亦
時
非
諒
闇
、
侶
有
朗
詠
、
亦
以
無
妨
歎
（
『
~
記
』
）

は
そ
の
初
例
で
あ
る
が
、
後
に
は
、

0
永
保
元
年

(
1
0
八
一
）
四
月
二
三
日
【
禎
子
内
親
王
七
夜
産
養
】

第
二
獣
後
、
殿
下
（
藤
原
師
実
）
宣
云
「
可
有
朗
詠
歎
」
。
頻
有
気

色
。
予
（
源
経
信
）
詠
「
佳
辰
令
月
」
一
両
度
了
（
『
帥
記
』
）

0
長
治
元
年
(
―

1
0四
）
八
月
―
一
日
【
宗
仁
親
王
魚
味
始
】

五
獣
…
…
此
間
可
有
朗
詠
之
由
有
其
気
色
、
下
官
（
藤
原
宗
忠
）
朗
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詠
、
「
佳
辰
令
月
」
・
「
懐
（
徳
力
）
是
北
辰
」
之
句
一
両
度
（
『
中
右
記
』
）

0
久
安
六
年
（
―
-
五

0
)
四
月
二
八
日
【
藤
原
頼
長
子
読
書
始
】

三
獣
…
…
依
余
（
藤
原
頼
長
）
命
、
（
藤
原
）
公
能
卿
朗
詠
「
剣
朋
」

二
遍
、
「
徳
是
」
一
遍
（
『
台
記
』
）

の
よ
う
に
、
誕
生
直
後
の
「
産
養
」
（
特
に
三
夜
・
九
夜
）
や
「
魚
味
始
」
．

よ

と

き

よ

つ

き

「
読
書
始
」
な
ど
の
行
事
に
も
応
用
さ
れ
た
。
「
嘉
き
辰
」
「
令
き
月
」
と
い

う
表
現
の
賀
意
が
、
こ
う
し
た
行
事
で
の
「
朗
詠
」
に
適
応
し
た
の
で
あ

ろ
う
。さ
ら
に
こ
の
曲
は
、
所
謂
「
勧
学
院
歩
」
に
お
い
て
ほ
ぼ
独
占
的
に
用

い
ら
れ
た
曲
で
も
あ
っ
た
。
「
勧
学
院
歩
」
は
、
藤
原
氏
の
慶
事
に
勧
学
院

学
生
が
徒
列
参
賀
す
る
儀
礼
で
あ
る
が
、
そ
の
饗
宴
の
際
、
学
生
が
こ
の

句
を
群
詠
し
た
こ
と
が
、
早
く
か
ら
見
え
る
。

〇
治
安
元
年

(
-
0
ニ
―
)
八
月
二
二
日
【
藤
原
実
資
第
勧
学
院
歩
】

四
猷
了
居
復
飯
。
次
撒
饗
…
…
先
是
朗
詠
誦
「
万
歳
千
秋
」
（
『
小
右

記』）

〇
治
安
三
年

(
-
0二
三
）
―
二
月
七
日
【
同
•
寄
封
悦
申
参
入
】

四
獣
…
…
次
居
後
飯
畢
。
其
後
朗
詠
度
々
、
詠
「
万
歳
千
秋
」
畢

（同）

こ
の
、
多
数
の
学
生
が
列
参
し
、
詩
句
を
群
詠
す
る
と
い
う
あ
り
よ
う

は
、
前
述
の
「
踏
歌
」
の
方
法
に
近
似
す
る
。
こ
こ
に
専
ら
「
嘉
辰
令
月
」

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
『
江
談
抄
』
の
「
踏
歌
」
淵
源
説
と
も
符
合
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
嘉
辰
令
月
」
は
多
様
な
場
面
で
用
い
ら
れ
た
曲
で
あ

る
が
、
そ
の
唱
法
に
は
ま
た
、
他
の
曲
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
点
が
多

,ヽ
0
 

し

周
知
の
如
く
、
こ
の
曲
は
、
次
の
よ
う
に
三
反
に
分
け
て
唱
わ
れ
る
。

（
現
行
曲
の
形
態
）

｝
 

①
・
・
令
月
歓
無
極
万
歳
千
秋
楽
未
央

②
嘉
辰
令
月
歓
無
極
万
歳
千
秋
楽
未
央

③
・
・
・
・
歓
無
極
万
歳
千
秋
楽
未
央

(20) 

詩
句
の
冒
頭
を
略
す
る
と
い
う
こ
の
唱
法
は
こ
の
曲
特
有
の
も
の
で
あ

る
が
、
更
に
初
期
に
は
、
そ
の
主
唱
句
は
む
し
ろ
、
下
句
の
「
万
歳
千
秋

楽
未
央
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
（
前
掲
勧
学
院
歩
参
照
）
。

〇
寛
弘
五
年

(
1
0
0
八
）
一

0
月
一
六
日
【
一
条
帝
土
御
門
行
幸
】

左
衛
門
の
督
（
藤
原
斉
信
）
な
ど
、
「
萬
歳
楽
千
秋
楽
」
と
、
も
ろ

(21) 

ご
ゑ
に
誦
じ
て
…
…
（
『
紫
式
部
日
記
』
／
『
栄
華
物
語
』
は
つ
は
な
に

も
出
）

0
万
寿
二
年

(
1
0
二
五
）
一
月
二
三
日
【
皇
太
后
妍
子
大
饗
】

(22) 

「
な
に
か
、
今
日
は
『
万
歳
千
秋
』
を
ぞ
い
ふ
べ
き
」
（
『
栄
華
物
語
』

わ
か
ば
え
）

前
述
の
如
く
こ
の
下
句
は
「
古
塔
瓦
文
」
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
古

く
は
寧
ろ
「
万
歳
千
秋
」
の
句
と
し
て
朗
詠
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
こ
の
曲
を
「
嘉
辰
」
で
は
な
く
「
令
月
」
と
称
す
る
例
も
、
前

掲
の
嘉
保
二
年

(
1
0九
五
）
臨
時
客
の
記
録
以
後
数
多
い
が
、
特
に
、

0
元
永
二
年
(
-
―
―
九
）
五
月
三

0
日
【
顕
仁
親
王
三
夜
産
養
】

三
獣
…
…
予
（
藤
原
宗
忠
）
依
殿
下
（
藤
原
忠
実
）
命
、
朗
詠
「
~

月
歓
無
極
」
「
徳
是
北
辰
」
之
句
再
三
（
『
中
右
記
』
）

の
よ
う
な
記
し
方
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
令
月
」
を
歌
い
出
し

と
す
る
唱
法
は
、
院
政
期
の
頃
に
は
既
に
確
立
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ

る。
ま
た
、
こ
の
曲
は
、
全
朗
詠
曲
中
唯
一
の
「
音
読
」
曲
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
特
に
、
「
勧
学
院
歩
」
の
朗
詠
記
録
に
お
い
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て
注
意
さ
れ
て
き
た
。

0
永
久
三
年
(
-
―
―
五
）
六
月
一
七
日
【
藤
原
忠
通
第
勧
学
院
歩
】

マ

マ

三
献
了
、
學
生
朗
詠
「
佳
辰
令
」
也
。
音
句
誦
也
（
『
殿
暦
』
）

〇
保
延
二
年
（
―
-
三
六
）
―
二
月
ニ
―
日
【
藤
原
頼
長
勧
学
院
歩
】

三
猷
…
…
次
朗
詠
「
佳
辰
令
月
」
三
度
二
度
音
一
度
訓
（
『
台
記
』
）

0
文
治
二
年
（
一
―
八
六
）
六
月
二

0
日
【
藤
原
兼
実
第
勧
学
院
歩
】

三
献
…
…
此
間
學
生
登
朗
詠
「
嘉
辰
令
月
」
二
反
。
初
度
加
「
佳
辰
」
之
両

字
。
第
二
反
略
之
。
已
上
用
音
。
第
三
反
用
訓
音
（
『
玉
~
』
）

(23) 

最
後
の
例
は
夙
に
先
学
の
指
摘
す
る
著
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

見
る
よ
う
に
、
「
勧
学
院
歩
」
で
は
、
ま
ず
音
読
を
し
、
後
に
訓
読
を
添
え

る
形
で
こ
の
句
を
朗
詠
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
嘉
辰
令
月
」
の
朗
詠
が
、

あ
く
ま
で
「
音
読
」
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

そ
れ
は
同
じ
く
漢
文
直
読
の
形
態
を
持
つ
「
踏
歌
」
の
あ
り
よ
う
に
照
応

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
嘉
辰
令
月
」
は
、
歌
謡
と
し
て
の
古
い
淵
源
と
、

独
特
の
唱
法
を
持
つ
、
常
用
曲
中
で
も
極
め
て
特
異
な
「
朗
詠
」
曲
な
の

で
あ
る
。=

-
、
東
岸
西
岸
・
新
豊
酒
色

「
東
岸
西
岸
」
．
「
新
豊
酒
色
」
は
、
共
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採
ら
れ
、

ま
た
、
後
世
の
『
朗
詠
譜
本
』
で
は
、
「
嘉
辰
令
月
」
に
次
い
で
第
二
•
第

(24) 

三
（
春
部
臨
時
客
）
に
据
え
ら
れ
る
。
共
に
「
嘉
辰
」
ほ
ど
の
使
用
例
は

な
い
も
の
の
、
同
じ
く
平
安
朝
の
代
表
的
「
常
用
曲
」
で
あ
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。

ま
ず
「
東
岸
西
岸
」
は
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
に
見
え
る
、
慶
滋
保
胤

（
九
三

0
頃
s
1
0
0
二
）
の
詩
序
の
一
部
で
あ
る
。

〇
夫
春
之
為
気
也
。
地
之
為
形
也
。
草
木
是
毛
髪
、
春
雨
沐
而
緑
深
゜

水
泉
亦
血
脈
、
暁
泳
消
而
波
暖
。
至
子
彼
東
岸
西
岸
之
柳
、
遅
速
不

同
、
南
枝
北
枝
之
梅
、
開
落
已
異
、
不
是
春
王
之
有
私
、
誠
任
陰
土

之
自
然
也
。
方
今
梁
園
築
春
、
郵
客
歌
雪
。
中
有
巴
人
、
猥
作
唱
首

云

爾

。

（

詩

序

一

時

節

早

春

同

賦

春

生

逐

地

形

）

こ
の
詩
序
の
書
か
れ
た
時
点
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、

保
胤
の
活
躍
期
で
あ
る
円
融
朝

S
一
条
朝
の
所
作
と
す
れ
ば
、
『
和
漠
朗
詠

集
』
に
比
較
的
近
い
頃
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
句
の
朗
詠
は
、
「
嘉
辰
」
に
比
し
て
か
な
り
遅
く
、
寛
治
四
年
（
一

0
九
0
)
一
月
二
日
、
摂
政
藤
原
師
実
の
臨
時
客
の
記
事
中
に
初
め
て
見

え
る
。0

今
日
拍
子
民
部
卿
（
源
経
信
）
也
新
年
二
反
•
青
柳
一
反
・
朗
詠
「
東
岸
西

削
」
之
句
（
『
中
右
記
』
）

「
東
岸
西
岸
」
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
「
早
春
」
部
に
属
し
、
東
か

ら
芽
ぐ
む
春
の
柳
、
南
枝
か
ら
咲
く
大
庚
嶺
の
梅
を
題
材
に
、
春
の
到
来

を
祝
う
句
で
あ
る
。
こ
の
た
め
同
句
は
、
【
表
3
】
の
よ
う
に
、
専
ら
正

月
の
「
臨
時
客
」
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
、
他
の
曲
の
よ
う
に
多
様
な
場
面

(25) 

に
応
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
句
の
場
合
、
詞
章
の
内
容

が
朗
詠
の
機
会
を
限
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
臨
時
客
」
に
お

い
て
も
、
こ
の
句
は
後
述
の
「
新
豊
酒
色
」
と
共
に
、
「
嘉
辰
」
等
の
朗
詠

の
後
に
置
か
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

0
天
永
二
年
(
-
―
―
―
)
一
月
二
日
【
摂
政
藤
原
忠
実
臨
時
客
】

五
獣
…
…
予
（
藤
原
宗
忠
）
依
仰
朗
詠
「
佳
辰
令
月
」
句
、
又

「
徳
是
北
辰
」
之
句
敷
反
…
六
猷
…
重
又
朗
詠
「
東
岸
西
岸
」
之
句

（
『
中
右
記
』
）
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藤宗忠 能俊源 藤宗忠 藤宗忠 藤宗忠 信源国 信源経 <
西

八七八七六六七 四三 暦三二八 二五

客臨時 臨時客 客臨時 臨時客 臨時客 暑清堂 臨時客 誓
輩

藤定能 藤宗家 詳不 源資賢 藤家宗 伊通藤 藤宗忠， 
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【表
3
】

「
東
岸
西
岸
」
の
朗
詠
記
録
一
覧

こ
の
曲
の
唱
法
は
、
郵
曲
の
二
つ
の
家
柄
で
あ
る
「
藤
家
」
と
「
源
家
」

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。

0
文
治
三
年
(
-
―
八
七
）
一
月
三
日
【
摂
政
藤
原
兼
実
臨
時
客
】

次
（
藤
原
）
定
能
卿
詠
「
東
岸
西
岸
」
不
用
宗
忠
之
説
、
詠
資
賢
説
如

何
。
無
其
謂
事
欺
（
『
玉
葉
』
）

藤
原
宗
忠

(
1
0六
二
s
-
―
四
一
）
•
源
資
賢
（
一
―
一
三s
-
―
八

八
）
は
、
両
家
を
代
表
す
る
「
朗
詠
者
」
で
あ
る
が
、
そ
の
唱
法
の
違
い

に
つ
い
て
は
、
早
く
宗
忠
が
源
家
の
「
東
岸
西
岸
」
の
際
に
、

0
長
治
二
年
(
―

1
0四
）
一
月
三
日
【
右
大
臣
藤
原
兼
実
臨
時
客
】

源
中
納
言
（
源
国
信
）
朗
詠
又
「

II」之
句
．
「

11」
之
句
（
『
中
右

記』）

と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
源
家
で
は
、
最
初
は
「
東
岸
」
か
ら

唱
い
、
次
は
「
西
岸
」
か
ら
唱
う
、
と
い
う
方
法
を
用
い
て
い
た
も
の
と

(26) 

思
わ
れ
る
。
こ
の
唱
法
は
、
鎌
倉
期
の
『
陽
明
文
庫
朗
詠
譜
』
に
も
、

0
東
岸
西
岸
ノ
ヤ
ナ
キ
・
遅
速
ヲ
ナ
シ
カ
ラ
ス
・
南
枝
北
枝
ノ
ム
メ
・

開
落
ス
テ
ニ
コ
ト
ナ
リ
・
反
度
ハ
、
「
ヤ
、
西
岸
ノ
ヤ
ナ
キ
」
（
二
番
）

の
よ
う
に
見
え
る
。
特
に
、
第
二
反
の
冒
頭
に
「
ヤ
」
と
い
う
囃
し
言
葉

が
入
る
の
は
、
「
小
柳
ぶ
し
」
と
言
わ
れ
る
源
家
朗
詠
の
特
徴
で
あ
り
（
『
梁

(27) 

塵
秘
抄
口
伝
集
巻
十
二
』
）
、
こ
れ
が
源
家
の
流
儀
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
る
。

次
に
「
新
豊
酒
色
」
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
晩
唐
の

詩
人
、
公
乗
億
の
作
に
な
る
「
送
友
（
人
）
帰
大
梁
賦
」
の
一
節
で
あ
る
。

但
し
公
乗
億
の
賦
そ
の
も
の
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
確
証
は
な
い
が
、
大

(28) 

江
匡
房
の
『
朗
詠
江
注
』
（
菅
原
長
親
校
『
和
漢
朗
詠
集
』
書
入
）
に
は
、

0
新
豊
酒
色
清
冷
於
鵬
鵡
之
盃
中
長
榮
歌
声
幽
咽
於
鳳
凰
之
管

裏
送
友
人
賦
公
乗
億
゜
件
賦
、
送
友
人
之
蹄
大
梁
。
非
送
友
人
而
蹄

大
梁
。
其
意
、
見
於
賦
中
（
『
江
談
抄
』
六
に
も
出
）

と
あ
り
、
平
安
朝
に
は
、
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

同
句
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
「
酒
」
部
に
属
し
、
「
盃
酌
興
」
（
『
朗

詠
要
集
』
）
の
句
と
し
て
知
ら
れ
た
。
特
に
、
句
中
の
「
鵬
鵡
之
盃
」
（
魏

鵡
貝
製
の
酒
杯
）
は
、
平
安
の
人
士
に
珍
重
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
古
く

は
宴
席
に
こ
の
盃
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
同
句
が
朗
詠
さ
れ
る
例
で
あ
っ

こ。t
 〇寛
弘
七
年

(
1
0
1
O
)
一
月
一
五
日
【
敦
良
親
王
五
十
日
祝
】

其
後
、
立
御
酒
憂
、
竹
壷
上
置
鵬
鵡
御
酒
盃
…
…
此
間
、
中
宮
大
夫

（
藤
原
斉
信
）
味
「
新
豊
酒
色
」
、
合
衆
人
声
（
『
御
堂
関
白
記
』
）

0
元
永
元
年
(
-
―
―
八
）
六
月
一
六
日
【
藤
原
顕
季
人
丸
影
供
】

初
獣
、
侍
人
等
持
魏
鵡
盃
井
小
銚
子
等
…
…
魏
鵡
盃
珍
重
之
由
、

人
々
談
之
。
予
（
藤
原
敦
光
）
出
朗
詠
云
「
新
豊
酒
色
」
云
々

(29) 

（
『
柿
本
影
供
記
』
）

こ
れ
に
対
し
、
こ
の
曲
が
公
宴
の
常
用
曲
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
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西-0  
= -----

暦三二〇八八〇

臨時客 三夜産養 臨時客 人丸影供 臨時客 五十祝日 誓
腐

藤宗忠 藤長忠 藤長忠 藤敦光 藤長忠 藤斉信

＇ ． 西〇九八七七二八六七六 暦

五節淵酔 客臨時 臨時客 客臨時 臨時客 塁
腐

藤房隆 藤能定 不詳 源資賢 甕ホ家

＇ 
※※  

【表
4
】

「
新
豊
酒
色
」
の
朗
詠
記
録
一
覧

に
な
っ
た
の
は
石
山
大
蔵
卿
藤
原
長
忠

(
1
0五
八

s-
―
二
九
）
の
朗

詠
に
拠
る
所
が
大
き
い
。
長
忠
は
、
元
永
元
年
(
―
―
―
八
）
一
月
二
日
、

関
白
藤
原
忠
実
の
臨
時
客
で
、
初
め
て
「
新
豊
酒
色
」
を
朗
詠
す
る
。

0
三
獣
…
…
予
依
仰
（
藤
原
宗
忠
）
執
拍
子
…
…
朗
詠
「
令
月
」
・
「
徳

是
北
辰
」
句
等
…
…
四
献
…
…
左
大
辮
（
藤
原
長
忠
）
依
仰
朗
詠

「
新
豊
酒
色
」
之
句
（
『
中
右
記
』
）

長
忠
は
以
後
も
、
こ
の
曲
を
繰
り
返
し
用
い
て
お
り
、
こ
れ
を
自
ら
の

「
持
ち
歌
」
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〇
保
安
元
年
（
一
―
二

0
)
一
月
二
日
【
関
白
藤
原
忠
実
臨
時
客
】

四
献
…
…
左
大
辮
（
藤
原
長
忠
）
朗
詠
「
新
豊
酒
色
」
句
（
『
中
右
記
』
）

〇
保
安
三
年
(
-
―
二
二
）
六
月
二
七
日
【
薦
子
内
親
王
三
夜
産
養
】

二
猷
之
後
、
朗
詠
…
…
次
、
左
大
辮
（
藤
原
長
忠
）
朗
詠
、
先
「
徳

是
北
辰
」
…
…
次
「
新
豊
酒
色
」
…
…
但
此
句
無
先
例
欺
。
可
尋
之

(30) 

（
『
祭
資
記
』
）

楽
家
の
出
身
で
は
な
い
藤
原
長
忠
が
、
先
例
の
乏
し
い
こ
の
曲
を
、
公

四
、
徳
是
北
辰
・
隆
周
之
昭
王
穆
王

宴
で
専
ら
朗
詠
し
得
た
理
由
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
こ
れ
以
後
、
【
表
4
】

に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
曲
は
ほ
ぼ
「
臨
時
客
」
の
専
用
曲
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
「
新
豊
酒
色
」
は
、
単
な
る
酒
宴
の
余
興
句
か
ら
、

「
常
用
曲
」
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

「
徳
是
北
辰
」
・
「
隆
周
之
昭
王
穆
王
」
は
、
以
上
の
三
曲
と
は
か
な
り
様

相
を
異
に
す
る
。
ま
ず
こ
の
両
句
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
見
え
ず
、
い
ず

れ
も
『
新
撰
朗
詠
集
』
帝
王
部
に
載
る
句
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ

ら
の
句
が
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
頃
に
は
未
だ
「
朗
詠
」
句
と
し
て
意
識
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
世
の
『
朗
詠
譜
本
』

(31) 

で
も
、
こ
の
両
句
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
五
節
」
・
「
后
産
」
部
に
属
し
、
先
の
三

曲
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朗
詠
記
録
の

上
で
も
、
こ
れ
ら
の
曲
の
初
見
は
、
他
の
曲
に
比
し
て
か
な
り
遅
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
両
曲
は
、
先
の
三
曲
に
対
し
て
、

後
か
ら
付
け
加
わ
っ
た
、
新
規
の
曲
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
「
徳
是
北
辰
」
は
、
承
平
二
年
（
九
三
二
）
一
月
二
二
日
、
朱
雀

帝
の
内
宴
の
際
、
大
江
朝
綱
（
八
八
六

S
九
五
七
）
の
書
い
た
詩
序
の
一

部
で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
に
見
え
る
。

〔
前
略
〕
方
今
聖
徳
榜
流
、
施
仁
成
化
。
営
九
春
之
初
月
、
占
萬
年
之

久
芳
。
乃
知
撫
民
之
期
、
海
田
屡
愛
、
贋
図
之
運
、
陵
谷
頻
遷
。
徳
是

北
辰
、
椿
葉
之
影
再
改
、
尊
猶
南
面
、
松
花
之
色
十
廻
。
登
只
天
意

乎
、
抑
亦
人
之
望
也
。
臣
謬
登
赤
陛
、
應
蹄
紅
塵
。
昔
秦
人
之
入
洞

也
、
留
而
得
仙
。
晉
客
之
訪
花
也
。
去
而
遺
悔
。
徘
徊
失
歩
、
何
方
為

南
云
爾
。
謹
序
。
（
詩
序
二
侍
内
宴
賦
聖
化
万
年
春
、
應
製
）
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同
句
は
、
帝
徳
を
讃
仰
し
、
そ
の
千
万
年
の
長
寿
を
祈
る
祝
賀
の
句
と

し
て
、
「
嘉
辰
令
月
」
同
様
、
あ
ら
ゆ
る
宴
遊
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
著
名

な
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
源
家
で
は
こ
れ
を
「
根
本
七
首
」
の

―1
0三
0
四
0
八
―― ―ニ一三一五一八一八一九一九一九

二

0
ニニ二三

ニ
四
ニ
四
二
七
二
九三二九

西

暦
【表
5
】

五
夜
産
養

魚
味
始

清
暑
堂

臨
時
客

臨
時
客

臨
時
客

侍
読
拝
謁

臨
時
客

婚
儀
賀
宴

渡
御
賀
宴

三
夜
産
養

九
夜
産
養

臨
時
客

三
夜
産
養

清
暑
堂

三
夜
産
養

九
夜
産
養

三
夜
産
養

魚
味
始

臨
時
客

三
夜
産
養

朗
詠
の
場

藤
宗
忠
※

藤
宗
忠

藤
宗
忠

藤
宗
忠

藤
宗
忠

藤
宗
忠

菅
在
良

藤
宗
忠

藤
宗
忠

藤
宗
忠

藤
宗
忠
※

藤
宗
忠

藤
宗
忠

藤
長
忠
※

不
詳
源
能
俊

藤
宗
忠
※

藤
宗
忠

藤
宗
忠

藤
宗
忠

藤
伊
通

朗
詠
者

二
九九九九九八八八八八七七七七七七七六六六五
ニーー 00七七三ニニ八八八七六四二八八七 0

西

暦

「
徳
是
北
辰
」
の
朗
詠
記
録
一
覧

百五大五参作作臨清清九三作着着今着清臨私読
日節将節賀文文時暑暑夜夜文袴袴様袴暑時宴書
祝淵賀淵 客堂堂産産 合堂客始
酔宴酔 養養

朗
詠
の
場

藤藤藤藤勧藤藤藤藤源源藤不藤藤藤藤藤源仏藤
泰隆定定学公隆宗光資資師詳宗宗師宗宗資御公
通房能能院時房家能時賢長 家家長家家賢前能
衆※※※※※※

朗
詠
者

「
隆
周
之
昭
王
穆
王
」
の
朗
詠
記
録
一
覧

(32) 

中に置く。しかし、既に柳澤良一氏の指摘する如く、この句の

朗詠は康和五年(―10三）一月二0日、宗仁親王の五夜産養
において行われたのが最初で、それ以前には遡り得ない（「隆周

之昭王穆王」も同じ）。

0四獄…・・予（藤原宗忠）持拍子歌催馬楽安和尊・席田、帥中
納言（藤原季仲）、予、互以朗詠「佳辰令月」句・「徳是北辰」

句等、又「隆周昭王穆王」句（『中右記』）

この新しい朗詠曲が、急速に「常用曲」の位置を占めるに至

ったのは、藤家の「朗詠者」藤原宗忠の徹底した「朗詠」に拠

る所が大きい。【表5】に見るように、初期の「徳是北辰」朗詠

はほぼ宗忠の独壇場である。しかも宗忠は、右の「五夜産養」

をはじめ、

0長治元年(―10四）八月―一日【宗仁親王魚味始】
五獣……此間可有朗詠之由有其気色、下官（藤原宗忠）朗

詠、「II」.「懐（徳力）是北辰」之句一両度（『中右記』）0天永二年（一―――)一月二日【摂政藤原忠実臨時客】

． 

西

六：：：：一— -0：：：： 
暦

八九四四八―

清暑堂 産養三夜 夜産養九 産三夜養 殿上淵酔 産五夜養
誓
盆

藤宗家 藤伊通 藤為隆 藤為隆 伊通藤 應ホ忠
胃

※※※  

． 

西

九九0八七 七七 暦一 八八

淵酔五節 節淵酔五 作文 夜産九養 三夜産養 誓
腐

隆房藤 藤定能 藤公時 源資賢 長藤師

＇ 
※※ 

【表
6
】
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五
獣
…
…
予
（
藤
原
宗
忠
）
依
仰
朗
詠
「
佳
辰
令
月
」
句
、
又
「
徳

是
北
辰
」
之
句
敷
反
…
六
獣
…
…
重
又
朗
詠
「
東
岸
西
岸
」
之
句

（同）

0
元
永
元
年
(
-
―
―
八
）
―
一
月
一
四
日
【
藤
原
忠
通
婚
儀
賀
宴
】

人
々
淵
酔
。
予
（
藤
原
宗
忠
）
有
朗
詠
、
「
佳
辰
令
月
」
「
徳
是
北

胴
」
等
之
句
、
敷
度
令
詠
之
（
同
）

の
よ
う
に
、
誕
生
・
成
育
の
儀
礼
や
、
正
月
「
臨
時
客
」
な
ど
、
前
述
の

「
嘉
辰
令
月
」
が
常
用
さ
れ
る
場
面
に
お
い
て
、
あ
た
か
も
一
対
の
曲
の
よ

う
に
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
宗
忠
は
、
こ
の
曲
を
、
「
嘉
辰
令
月
」

と
同
格
の
祝
言
句
と
し
て
新
た
に
意
識
し
、
事
あ
る
ご
と
に
こ
れ
を
併
せ

用
い
る
こ
と
で
、
宴
遊
に
お
け
る
朗
詠
曲
の
充
実
を
図
っ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
、
そ
の
結
果
、
以
後
こ
の
曲
は
、
先
の
三
曲
を
凌
駕
す
る
勢
い
で

定
着
し
、
「
東
岸
」
「
新
豊
」
等
の
、
演
奏
機
会
の
限
定
さ
れ
る
曲
を
抑
え

て
、
「
常
用
曲
」
と
し
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
ま
で
成
長
し
た
の
で
あ

る。
な
お
、
こ
の
曲
は
『
朗
詠
譜
本
』
で
は
、
「
五
節
」
に
属
す
る
が
、
平
安

朝
の
五
節
の
「
殿
上
淵
酔
」
等
に
お
い
て
、
こ
の
曲
が
専
ら
用
い
ら
れ
た

(33) 

形
跡
は
な
く
、
疑
問
が
残
る
。
『
朗
詠
九
十
首
抄
』
の
注
記
に
も
、

〇
此
句
不
限
五
節
、
不
選
四
季
公
宴
、
常
用
之
如
『
令
月
』
句
、
祝
言

句
也
。

と
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
朗
詠
記
録
の
上
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

次
に
、
「
隆
周
之
昭
王
穆
王
」
は
、
五
曲
中
最
も
新
し
く
、
寛
弘
五
年

(
]
0
0
八
）
十
二
月
二
十
日
、
一
条
天
皇
の
第
二
皇
子
、
敦
成
親
王
の

百
日
祝
に
、
藤
原
伊
周
（
九
七
四

sl
0
1
0
)
の
書
い
た
和
歌
序
の
一

部
で
あ
る
。
そ
の
全
文
は
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
に
見
え
る
。

第
二
皇
子
、
百
日
嘉
辰
、
合
宴
於
禁
省
突
、
外
祖
左
丞
相
以
下
、
卿
士

大
夫
、
侍
座
者
清
清
焉
。
望
龍
顔
於
廻
尺
、
酌
鸞
瘍
於
獣
酬
。
酔
恩
之

餘
、
私
相
語
云
。
「
隆
周
之
昭
王
穆
王
暦
数
長
焉
。
我
君
又
暦
数
長
焉
。

本
朝
之
延
暦
延
喜
胤
子
多
突
、
我
君
又
胤
子
多
突
」
。
康
哉
帝
道
、
誰

不
歓
娯
。
請
課
風
俗
。
特
獣
壽
詞
、
云
爾
゜

（
和
歌
序
附
序
題
一
条
院
御
時
、
中
宮
御
産
百
日
和
歌
序
）

こ
の
句
は
、
中
宮
彰
子
所
産
の
皇
子
誕
生
を
賀
し
て
、
一
条
天
皇
の
弥

栄
を
、
周
の
昭
王
・
穆
王
（
在
位
五
十
年
余
）
、
本
朝
の
桓
武
・
宇
多
帝

（
多
産
）
に
こ
と
よ
せ
て
予
祝
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
句
の
性
格
上
、
「
臨

時
客
」
等
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
【
表
6
】
の
如
く
、
前
掲
康
和
五

年
(
―

-
0三
）
宗
仁
親
王
の
五
夜
産
養
以
後
、
主
に
皇
子
誕
生
に
伴
う

儀
礼
で
朗
詠
さ
れ
た
。

0
天
治
元
年
(
-
―
二
四
）
六
月
一
日
【
通
仁
親
王
三
夜
産
養
】

妥
可
獣
朗
詠
之
由
催
有
、
初
予
（
藤
原
為
隆
）
獣
「
佳
辰
令
月
」

句
。
大
夫
（
源
）
能
俊
卿
共
詠
。
次
予
重
詠
「
令
月
」
之
句
。
大
夫

又
詠
「
徳
是
北
辰
」
之
句
。
下
官
又
獣
「
隆
周
昭
王
穆
王
暦
敷
長
」

之
句
（
『
永
昌
記
』
）

0
天
治
元
年
(
-
―
二
四
）
六
月
七
日
【
通
仁
親
王
九
夜
産
養
】

次
四
獣
…
…
此
間
朗
詠
。
藤
大
納
言
（
藤
原
宗
忠
）
被
詠
「
佳
辰
令

月
」
「
徳
是
北
辰
」
等
句
及
再
三
予
（
藤
原
為
隆
）
合
詠
…
…
次
予
詠

「
隆
周
昭
王
穆
王
」
句
、
納
言
（
宗
忠
）
合
詠
両
三
廻
（
同
）

藤
原
宗
忠
は
、
右
の
九
夜
の
藤
原
為
隆
の
朗
詠
の
際
、
「
安
哉
、
帝
道
之

(34) 

句
、
此
事
為
眼
」
（
『
花
園
左
府
記
』
）
と
発
言
し
て
お
り
、
こ
の
朗
詠
が
、

こ
う
し
た
機
会
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お

こ
の
句
は
、
『
朗
詠
譜
本
』
で
も
「
后
産
」
に
属
す
る
が
、
『
朗
詠
九
十
首
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以
上
の
よ
う
に
、
平
安
朝
を
通
じ
て
、
朗
詠
の
「
常
用
曲
」
と
目
さ
れ

る
も
の
は
、
「
嘉
辰
令
月
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
わ
ず
か
五
曲
に
限
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
主
に
院
政
期
以
後
、
諸
々
の
宴
遊
に
適
す
る
曲
と
し
て
順
次

採
り
入
れ
ら
れ
、
特
に
そ
の
四
曲
ま
で
が
、
正
月
の
「
臨
時
客
」
に
お
い

て
、
恒
例
の
曲
と
し
て
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
当
時
に
は
、
他
に
も
ま
た
さ
ま
ざ
ま
句
が
並
行
し
て
「
朗
詠
」
さ

(35) 

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
五
曲
は
他
の
句
と
は
異
な

り
、
当
初
か
ら
他
の
楽
曲
に
伍
し
て
、
宴
遊
の
「
歌
謡
」
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
朗
詠
」
が
既
に
、
詩
文
吟
誦
の
一
手
法
で
は

な
く
、
固
定
章
曲
を
持
つ
「
歌
謡
」
と
し
て
通
用
し
は
じ
め
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
五
曲
の
登
場
を
契
機
に
、
「
朗
詠
」
は
、

「
楽
曲
」
と
し
て
の
新
た
な
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
後
、
「
朗
詠
」
は
楽
家
の
専
有
物
と
な
り
、
更
に
多
く
の
曲
が
音

楽
的
に
整
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
、
常
に

「
嘉
辰
」
を
初
め
と
す
る
こ
れ
ら
の
「
常
用
曲
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

「
歌
謡
」
と
し
て
の
「
朗
詠
」
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
初
期
に
現
れ
た
五
曲

の
「
朗
詠
常
用
曲
」
の
存
在
は
、
他
の
曲
を
超
え
て
、
極
め
て
重
要
な
位

置
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

五
、
結

語

抄
』
の
注
記
に
は
、

必
不
限
御
産
、
於
后
宮
御
方
並
禁
中
詠
之

と
あ
り
、
ま
た
、
句
末
の
「
胤
子
多
」
は
、
未
だ
皇
子
の
数
が
少
な
い
場

合
は
、
「
胤
子
多
か
ら
ん
」
と
、
将
来
を
期
す
る
形
で
唱
え
ら
れ
る
例
で
あ

っ
た
。

注
(
1
)

拙
稿
「
日
本
朗
詠
史
年
表
稿
平
安
朝
篇
上
（
七
九
四

s
1
0
五
五
）
」

『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
第
2
3
号
平
2
.
3
参
照

(
2
)

柿
村
重
松
氏
『
倭
漢
朗
詠
集
考
證
』
（
大
15)
、
高
野
辰
之
氏
『
日
本
歌
謡

史
』
（
大
15)
、
山
田
孝
雄
氏
『
源
氏
物
語
の
音
楽
』
（
昭
9
)
、
川
口
久
雄
氏

『
日
本
古
典
文
学
大
系
和
漢
朗
詠
集
』
解
説
（
昭
40)
等。

(
3
)

『
日
本
歌
謡
集
成
第
三
巻
』
に
よ
る
。

(
4
)

平
安
朝
で
は
、
「
極
楽
尊
」

1
例
、
「
第
一
第
二
」

2
例
、
「
羅
綺
重
衣
」

3

例
、
「
八
月
九
月
」

1
例
。
「
春
過
夏
蘭
」
「
博
氏
巌
嵐
」
の
朗
詠
例
な
し
。

(
5
)

『
日
本
古
典
文
学
大
系
和
漢
朗
詠
集
」
、
『
新
編
国
家
大
観
竿
{
二
巻
新

撰
朗
詠
集
』
の
本
文
に
よ
る
。
番
号
も
同
じ
。

(
6
)

『
全
唐
詩
』
に
は
、
中
唐
慮
照
鄭
の
「
登
封
大
舗
詩
」
に
「
万
歳
千
秋
楽
未

央
」
の
句
が
見
え
る
（
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
頭
注
）
。

(
7
)

『
群
書
類
従
』
に
よ
る
。

(
8
)

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
五
十
二
巻
史
偲
部
四
』
に
よ
る
。

(
9
)

注

(
8
)
に
同
じ
。
『
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
に
も
所
引
あ
り
。

(10)

『
国
史
大
系
』
に
よ
る
。

(11)

「
国
史
大
系
」
に
よ
る
。

(12)

『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
河
海
抄
博
兼
良
筆
本
』
に
よ
る
。

(13)

『
朝
野
群
載
』
所
載
踏
歌
に
も
類
似
の
句
（
願
以
佳
辰
掌
榮
事
）
が
あ
る
。

(14)

『
折
口
信
夫
全
集
」
第
一
巻
「
萬
葉
集
研
究
一
、
萬
葉
詞
章
と
踏
歌
章
曲

と
」
、
『
日
本
文
学
史
ノ
ー
ト
11
』
「
踏
歌
と
朗
詠
と
」
等
。

(15)

『
日
本
古
典
文
学
大
系
大
鏡
』
に
よ
る
。

(16)

注

(15)
に
同
じ
。
同
裏
書
に
引
く
『
清
慎
公
記
』
に
記
事
が
あ
る
。

(17)

以
下
、
古
記
録
の
典
拠
は
次
の
通
り
。
『
増
補
史
料
大
成
」
1
1

『
帥
記
』
『
中
右

記
」
『
権
記
』
『
台
記
』
『
永
昌
記
」
。
『
大
日
本
古
記
録
』
1
1

「
小
右
記
』
『
殿
暦
』

『
御
堂
関
白
記
』
。
『
玉
葉
」
は
国
書
刊
行
会
本
。

(18)

『
朗
詠
要
抄
』
円
珠
本
・
『
朗
詠
九
十
首
抄
』
二
本
・
『
陽
明
文
庫
朗
詠
譜
』
。

(19)

「
徳
辰
」
は
「
嘉
辰
」
の
誤
り
か
。

(20)

但
し
、
唐
土
に
は
『
陽
関
三
畳
』
（
「
送
元
二
使
安
西
」
王
維
）
の
よ
う
に
、

初
句
を
略
し
て
繰
り
返
し
唱
う
例
が
あ
る
（
『
苔
渓
漁
隠
叢
話
』
・
柳
瀬
喜
代
志

氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
。

(21)

『
日
本
古
典
文
学
大
系

枕
草
子

紫
式
部
日
記
』
に
よ
る
。
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(22)

『
日
本
古
典
文
学
大
系
栄
華
物
語
』
に
よ
る
。

(23)

『
日
本
古
典
文
学
大
系
和
漢
朗
詠
集
』
解
説
。
な
お
、
「
嘉
辰
」
の
訓
読

譜
に
は
、
『
陽
明
文
庫
朗
詠
譜
』
の
「
嘉
辰
ノ
令
月
・
歓
キ
ハ
マ
リ
ナ
シ
・
万
歳

チ
A

ノ
ア
キ
・
架
イ
マ
タ
ナ
カ
ハ
ナ
ラ
ス
」

(171
番
）
等
が
あ
る
。

(24)

注

(18)
に
同
じ
。

(25)

唯
一
の
例
外
は
、
康
治
元
年
（
―
-
四
―
―
)
、
清
暑
堂
御
神
楽
摂
政
拍
子
合

で
の
朗
詠
で
あ
る
が
、
こ
の
大
嘗
祭
神
楽
予
行
の
楽
遊
で
は
、
任
意
の
句
が
朗

詠
さ
れ
た
ら
し
く
、
「
新
豊
酒
色
」
を
除
く
各
「
常
用
曲
」
の
例
が
あ
る
。

(26)

『
陽
明
叢
書
古
楽
古
歌
謡
集
』
（
思
文
閣
出
版
）
に
よ
る
。

(27)

「
嘉
辰
の
句
な
ん
ど
、
一
句
に
返
に
『
は
や
』
と
い
ゆ
て
も
、
又
『
や
』
と
い

ふ
は
て
＞
も
…
…
」
と
あ
る
（
岩
波
文
庫
本
『
梁
塵
秘
抄
』
に
よ
る
）
。

(28)

『
新
典
社
索
引
叢
刊
1

和
漢
朗
詠
集
漢
字
総
索
引
」
所
載
影
印
に
よ
る
。

(29)

『
群
書
類
従
』
に
よ
る
。

(30)

図
書
寮
叢
刊
「
御
産
部
類
記
』
に
所
引
。
藤
原
資
光
の
日
記
。

(31)

『
朗
詠
要
集
』
（
「
徳
是
」
の
み
）
・
『
朗
詠
要
抄
』
円
珠
本
・
『
朗
詠
九
十
首
抄
』

二
本
・
『
陽
明
文
庫
朗
詠
譜
」
。

(32)

柳
澤
良
一
氏
「
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
後
代
へ
の
影
響
管
見
」
『
和
漢
比
較
文
学

叢
書
4

中
古
文
学
と
漢
文
学
II
』
汲
古
書
院
昭
6
2
.
2

(33)

五
節
の
殿
上
淵
酔
(
+
一
月
中
の
寅
・
卯
の
日
）
は
、
正
月
の
殿
上
淵
酔

（
ニ
・
三
日
）
と
共
に
、
殿
上
人
が
朗
詠
・
今
様
等
の
雑
芸
に
興
ず
る
習
い
で
、

「
東
岸
西
岸
」
を
除
く
各
「
常
用
曲
」
の
例
が
あ
る
。
後
に
「
嘉
辰
」
「
徳
是
」

「
新
豊
」
の
三
曲
が
そ
れ
ぞ
れ
専
用
曲
と
な
っ
た
（
『
綾
小
路
俊
量
卿
記
』
）
。

(34)

図
書
寮
叢
刊
「
御
産
部
類
記
』
に
所
引
。
源
有
仁
の
日
記
。

(35)

拙
稿
「
日
本
朗
詠
史
年
表
稿
平
安
朝
篇
下

(
1
0五
六

s-
―
九
二
）
」

『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
第
24
号

平

3
.
3
参
照

本
稿
は
、
平
成
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究

(
A
)
「
日
本

朗
詠
史
研
究
（
そ
の
定
着
と
発
展
）
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
東
京
成
徳
短
期
大
学
専
任
講
師
）
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